2.4 液状化被害調査

　今回の地震による地盤災害として、1) 断層変位の地表出現、2) 斜面崩壊、3) 表層地盤の液状化が挙げられる。このうち、1)については中央地質調査所などにより、位置、走向、変位などが既に調べられている。また、2)については建物等の構造物の被害に与えた影響は比較的少ないと考えられる。そこで、3)の液状化に関して、発生箇所の調査を行うとともに、構造物の被害と地盤条件との関係を調査することとした。

　調査は、1) 台中港、2) 南投市、3) 員林鎮において実施した。踏査により被害事例を探索し、地盤変状（液状化）が認められた位置を記録した。地盤変状（液状化）によると思われる構造物などの被害（沈下・傾斜など）については、その位置・沈下量・傾斜角、地盤－構造物相対変位を記録し、写真を撮影した。以下に、調査結果の概要を述べる。

1) 台中港

　大きな地盤変状（液状化）は北埠頭区でのみ認められた。北埠頭区での地盤変状の概要を図2.4.1, 2.4.2に示す。ケーソン岸壁の海側への傾斜・移動に伴い、その背後地盤が800ｍ×40ｍ程度の範囲で沈下した。沈下量は最大で1.4ｍ程度である。また、この沈下範囲では、さらに局所的陥没が多数見られた（写真2.4.1）。その規模は最大で15ｍ四方×深さ２ｍ程度である。これらの陥没により、荷揚用クレーン１台およびR/C造倉庫１棟が大破した。ただし、護岸自体には被害は認められず、船舶等の接岸そのものに支障はないようである。なお、上記沈下範囲の南西隅で行われていたボーリング調査によれば、深度4.5m以浅で支持地盤に達するとの情報を得ている。また、上記陥没では、砂以外に粒径10-20cm程度の礫分が多く観察された。

2) 南投市

　南投市中心部の概要を図2.4.3に示す。比較的大きな地盤変状が、平林渓の河川堤防および崇文里・復興橋付近で確認された。平林渓の河川堤防は両岸とも１ｍ以上沈下した。また、同河川にかかる軍功橋近傍に位置する16層R/C造建物が、傾斜はほとんど無いまま70cm程度沈下した。最下層の床（駐車場）には砂が散布していた。上部建物の壁にはせん断クラックが認められたが、構造躯体にはほとんど被害が認められなかった。復興橋近傍では、５層R/C造建物が南側に４度程度傾斜した。上部構造にはほとんど被害は認められなかった。なお、上記事例以外にも、中山公園などにおいて地盤－建物間に若干の鉛直方向相対変位が認められた。

3) 員林鎮

　10月18日現在、員林鎮が鎮内各里からの報告に基づいて把握している液状化発生地域の概要を図2.4.4に示す。ただし、現場を見る限り、図中の浮州里、崙雅里に見られる１km×３km程度の液状化地域は、液状化の報告がなされた行政区画をハッチしたものであり、実際には、この範囲内の数地点でのみ液状化が発生しているようである。このうち、比較的大きな地盤変状の見られた崙雅里付近の一部の概要を図2.4.5に示す。４層以上のR/C造建物数棟が、上部構造に被害のほとんどないまま沈下（最大30cm程度）・傾斜（最大４度）した。これよりも低層の建物数棟が大破・倒壊していた。なお、この地区には耕作地が多く、水田の陥没なども見られた。

　員林駅周辺では、地盤変状は目視ではほとんど認められなかったが、傾斜した電柱が多数見られた。そこで、電柱の傾斜方向を記録した。地盤は電柱の傾斜方向と逆向きに動いたと考えられることから、これを図2.4.6に示す。図から、排水路の両岸では、地盤が水路側にずれ動いたことが示唆される（写真2.4.2）。地盤ずれの最大値は水平方向で１ｍ程度であった。一方、排水路岸以外の地域では、電柱の傾斜方向は場所により様々で、規則性を見いだすことは難しい。このことから、表層地盤が広範囲にわたって様々な方向にずれ動いたことが示唆される。
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　以上の調査結果から、1) 表層地盤の液状化の度合いは台中港の事例が最も大きいこと、2) 液状化に伴う建物被害は、地下水位が高く、上載建物重量の比較的大きいと思われる地盤で発生した場合が多いこと、3) 員林鎮では広範囲にわたって表層地盤がずれ動いた可能性があること、を指摘できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[新井]

写真2.4.1　台中港北埠頭区の被害
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図2.4.1　台中港北埠頭区の被害の概要（斜線部が陥没地域：数値は最大陥没量（ｍ））
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図2.4.2　測線Ａ－Ａ’に沿うケーソン背後地盤の最大沈下量（ｍ）
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図2.4.3　南投市の液状化地域（斜線部）
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図2.4.4　員林鎮の液状化地域（斜線部：行政区の報告による）
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図2.4.5　員林鎮・崙雅里付近の被害の概要（斜線部が液状化による被害建物）
[image: image7.emf]


写真2.4.2　員林鎮・排水路沿いの電柱の傾斜および地盤ずれ

[image: image8.wmf]3

2.5

2

2

2

2

1.5

1.2

N

Boring

穀倉建物

倉庫

穀倉建物

クレーン

線路

穀倉建物

A

A

'

せん断クラック

(

ＲＣ壁

)

大破

0.5

0

100

200

300

400

500

m

タンク

0

100

50

m

ケーソ党

___


図2.4.6　員林駅周辺の地盤変位方向
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